
(57)【要約】

活物質及び元素硫黄を含むアノードを含む電池が提供さ

れる。カソード、電解質、及びアノードを提供する工程

、及び元素硫黄をアノードに添加する工程、及びカソー

ド及びアノードを電解質と接触させる工程を含む電池を

製造する方法も提供される。アノードの活物質は亜鉛で

ある。電解質は水酸化カリウムを含む水性電解質である

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 性 電 解 質 及 び ア ノ ー ド を 含 む 電 気 化 学 的 電 池 で あ っ て 、 前 記 ア ノ ー ド が 、 電 気 化 学 的 活
物 質 及 び 元 素 硫 黄 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 電 気 化 学 的 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 が 、 亜 鉛 合 金 か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 水 性 電 解 質 が 、 ア ル カ リ 電 解 質 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 水 性 電 解 質 が 、 水 酸 化 カ リ ウ ム （ Ｋ Ｏ Ｈ ） か ら な る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ア ノ ー ド が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ １ ５ 乃 至 約 ０ ． ３ ０ 質 量
％ の 元 素 硫 黄 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ア ノ ー ド が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ ３ 乃 至 約 ０ ． １ ５ 質 量 ％
の 元 素 硫 黄 を 含 む 請 求 項 ５ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ア ノ ー ド が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ ６ 乃 至 約 ０ ． ０ ９ 質 量 ％
の 元 素 硫 黄 を 含 む 請 求 項 ６ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ア ノ ー ド が 、 前 記 ア ノ ー ド 中 の 亜 鉛 に 対 し て 約 ０ ． ０ ７ ５ 質 量 ％ の 硫 黄 を 含 む 請 求 項
７ 記 載 の 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
電 気 化 学 的 電 池 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
カ ソ ー ド を 提 供 す る 工 程 、
ア ル カ リ 電 解 質 を 提 供 す る 工 程 、
電 気 化 学 的 活 物 質 及 び 元 素 硫 黄 を 含 む ア ノ ー ド を 提 供 す る 工 程 、 及 び
前 記 ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド を 前 記 電 解 質 と 接 触 さ せ る 工 程 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ア ノ ー ド 中 の 元 素 硫 黄 が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ １ ５ 乃 至 約
０ ． ３ ０ 質 量 ％ 存 在 す る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ア ノ ー ド 中 の 元 素 硫 黄 が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ ３ 乃 至 約 ０
． １ ５ 質 量 ％ 存 在 す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ア ノ ー ド 中 の 元 素 硫 黄 が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ ６ 乃 至 約 ０
． ０ ９ 質 量 ％ 存 在 す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ア ノ ー ド 中 の 元 素 硫 黄 が 、 前 記 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 約 ０ ． ０ ７ ５ 質 量 ％
存 在 す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 背 景
従 来 の ア ル カ リ 電 池 は 一 般 的 に は 鋼 製 の 円 筒 状 の 缶 を 含 み 、 そ れ は 、 活 物 質 と し て 二 酸 化
マ ン ガ ン を 含 み 、 そ の 内 側 表 面 に 形 成 さ れ て い る カ ソ ー ド 、 活 物 質 と し て 亜 鉛 粉 末 を 含 み
、 そ の 中 心 に 位 置 す る ア ノ ー ド 、 ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド 間 に 位 置 す る 隔 離 板 、 及 び ア ノ ー
ド 、 カ ソ ー ド 及 び 隔 離 板 と 同 時 に 接 触 す る ア ル カ リ 電 解 質 を 有 す る 。 導 電 性 の 集 電 体 が 通
常 ア ノ ー ド の 活 物 質 中 に 挿 入 さ れ て お り 、 シ ー ル 集 成 体 が 鋼 製 の 缶 の 上 方 端 部 を 閉 じ る 。
ア ル カ リ 電 池 を 設 計 す る 目 的 は 、 電 池 が 高 い 放 電 速 度 で 放 電 さ れ る 場 合 に 亜 鉛 の 放 電 効 率
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を 増 大 さ せ る こ と で あ る 。 従 来 の 電 池 に お い て は 、 亜 鉛 の 放 電 効 率 は 、 電 池 が 高 速 度 で 放
電 さ れ る 場 合 に は 一 般 的 に は 低 い 。 例 え ば 、 通 常 市 販 さ れ て い る ア ル カ リ 電 池 は 、 電 池 を
高 い 放 電 速 度 で 放 電 す る 場 合 、 電 池 内 の 亜 鉛 の 約 ２ ０ ～ ３ ０ ％ し か 使 用 し な い 。
電 池 製 造 業 者 及 び 消 費 者 は 、 よ り 性 能 の よ い 電 池 を 所 望 す る の で 、 低 価 格 で よ り 性 能 の よ
い 電 池 が 継 続 し て 必 要 と さ れ て い る 。 電 池 の 性 能 を 向 上 さ せ る 方 法 の 一 は 亜 鉛 の 使 用 率 を
増 大 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 要 約
本 発 明 は 、 電 池 の ア ノ ー ド 内 に 元 素 硫 黄 を 封 入 す る こ と に よ り 、 特 に 高 放 電 速 度 に お け る
電 池 の 放 電 性 能 を 改 良 す る 。
本 発 明 の 一 面 は 、 ア ル カ リ 電 解 質 及 び 電 気 化 学 的 活 物 質 及 び 元 素 硫 黄 を 含 む ア ノ ー ド を 含
む 電 池 で あ る 。
本 発 明 の 別 の 面 は 、 カ ソ ー ド 、 ア ル カ リ 電 解 質 、 及 び ア ノ ー ド を 提 供 す る 工 程 、 及 び 元 素
硫 黄 を ア ノ ー ド に 添 加 す る 工 程 を 含 む 電 池 を 構 築 す る 方 法 で あ る 。
本 発 明 の こ れ ら 及 び そ の 他 の 特 徴 、 利 点 及 び 目 的 は 、 以 下 の 記 載 、 特 許 請 求 の 範 囲 、 及 び
添 付 図 面 を 参 照 す る こ と に よ り 当 業 者 に 更 に 理 解 さ れ 認 め ら れ よ う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
好 ま し い 実 施 態 様 の 詳 細 な 説 明
図 １ を 参 照 す る と 、 円 筒 状 ア ル カ リ 電 池 （ １ ０ ） の 内 部 が 見 え る よ う に 描 い た 図 が 示 さ れ
て い る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ル カ リ 電 池 （ １ ０ ） に は 、 上 方 端 部 が 閉 じ ら れ 、 底 部
が 開 い た 円 筒 状 の 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ） が 含 ま れ る 。 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ） の 、 底 部 以 外 の 外 側 表
面 の ま わ り に は 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の ラ ベ ル （ １ ４ ） が 形 成 さ れ る 。 鋼 製
の 缶 （ １ ２ ） の 閉 じ ら れ た 端 部 に は 、 好 ま し く は メ ッ キ 鋼 で 形 成 さ れ る 陽 極 （ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ
ｉ ｖ ｅ ） カ バ ー （ １ ６ ） が あ る 。 フ ィ ル ム の ラ ベ ル （ １ ４ ） は 、 陽 極 カ バ ー （ １ ６ ） の 周
辺 端 部 の 上 に 形 成 さ れ る 。 好 ま し く は 、 二 酸 化 マ ン ガ ン 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 水 酸 化 カ リ ウ ム
の ４ ５ ％ 溶 液 、 水 、 約 ２ ０ ％ の ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン を 含 む Ｔ Ｅ Ｆ Ｌ Ｏ Ｎ （ 登 録 商
標 ） 水 溶 液 、 及 び 添 加 剤 の 混 合 物 か ら 形 成 さ れ る カ ソ ー ド （ ２ ０ ） は 、 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ）
の 内 側 表 面 の ま わ り に 形 成 さ れ る 。 好 ま し く は 、 電 池 内 の い ず れ か の 固 体 粒 子 の 移 動 を 防
ぐ 不 織 布 か ら 形 成 さ れ る 隔 離 板 （ ２ ２ ） は 、 カ ソ ー ド （ ２ ０ ） の 内 側 表 面 の ま わ り に 配 置
さ れ る 。 好 ま し く は 、 水 酸 化 カ リ ウ ム （ Ｋ Ｏ Ｈ ） の 水 溶 液 か ら 形 成 さ れ る ア ル カ リ 電 解 質
（ ２ ４ ） は 、 缶 （ １ ２ ） 内 、 好 ま し く は 、 隔 離 板 （ ２ ２ ） の 内 側 に 配 置 さ れ る 。 以 下 に 記
載 す る よ う に 、 好 ま し く は 、 亜 鉛 合 金 粉 末 、 ゲ ル 化 剤 、 電 解 質 、 及 び 添 加 剤 の 混 合 物 か ら
形 成 さ れ る ア ノ ー ド （ １ ８ ） は 、 隔 離 板 （ ２ ２ ） の 内 側 に 、 真 鍮 の 釘 を 含 み う る 集 電 体 （
２ ６ ） と 接 触 さ せ て 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 カ ソ ー ド （ ２ ０ ） は 、 陽 極 と し て 構 成 さ れ 、 ア
ノ ー ド （ １ ８ ） は 電 池 の 負 極 と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
集 電 体 （ ２ ６ ） は 、 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ） の 開 い た 端 部 に お い て カ バ ー （ ３ ６ ） と 接 す る 。 鋼
製 の 缶 （ １ ２ ） に 含 ま れ る 活 物 質 の 漏 れ を 防 ぐ た め に 、 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ） の 開 い た 端 部 に
は ナ イ ロ ン シ ー ル （ ３ ０ ） が 形 成 さ れ る 。 ナ イ ロ ン シ ー ル （ ３ ０ ） は 、 ベ ル ビ ル 座 金 （ ２
８ ） 及 び 、 好 ま し く は 、 鋼 で 形 成 さ れ る 電 池 内 カ バ ー （ ３ ４ ） と 接 す る 。 図 １ の ベ ル ビ ル
座 金 （ ２ ８ ） の 下 に は 、 歯 付 き 座 金 （ ２ ９ ） が あ る 。 好 ま し く は 、 メ ッ キ 鋼 で 形 成 さ れ る
負 極 （ ｎ ｅ ｇ ａ ｔ ｉ ｖ ｅ ） カ バ ー （ ３ ６ ） は 、 集 電 体 （ ２ ６ ） と 接 し て 配 置 さ れ る 。 負 極
カ バ ー （ ３ ６ ） は 、 ナ イ ロ ン シ ー ル （ ３ ０ ） に よ り 、 鋼 製 の 缶 （ １ ２ ） と は 電 気 的 に 絶 縁
さ れ る 。 本 発 明 の カ ソ ー ド （ ２ ０ ） は 、 好 ま し く は 、 電 気 化 学 的 活 物 質 と し て の 電 解 二 酸
化 マ ン ガ ン （ Ｅ Ｍ Ｄ ） か ら 形 成 さ れ る 。 更 に 、 本 発 明 の カ ソ ー ド （ ２ ０ ） は 、 ま た １ 種 以
上 の カ ソ ー ド 添 加 剤 を 含 み う る 。
本 明 細 書 に お い て 使 用 さ れ て い る 「 電 気 化 学 的 活 物 質 」 と い う 用 語 は 、 亜 鉛 合 金 又 は 純 粋
な 亜 鉛 を 意 味 す る と 定 義 さ れ る 。 亜 鉛 合 金 は 、 主 と し て 亜 鉛 及 び １ 種 以 上 の そ の 他 の 亜 鉛
と 合 金 さ れ る 金 属 か ら な る 。 「 純 粋 な 亜 鉛 」 は 、 極 少 量 の 、 典 型 的 に は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 未 満
の 鉛 の よ う な 不 可 避 な 不 純 物 を 含 み う る 。
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本 発 明 の ア ノ ー ド （ １ ８ ） は 、 好 ま し く は 、 亜 鉛 の 合 金 を 含 む 電 気 化 学 的 活 物 質 を 含 む 。
最 も 好 ま し く は 、 合 金 に は 、 ビ ス マ ス （ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） 、 イ ン ジ ウ ム （ ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） 、
ア ル ミ ニ ウ ム （ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） 及 び 亜 鉛 （ 残 り ） が 含 ま れ る 。 ア ル カ リ 電 池 に 使 用 す る の
に 適 す る そ の 他 の 亜 鉛 の 合 金 は 、 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ １ ， ０ ７ ２ 号 、 同 第 ５ ， ４ ２ ５ ， ７
９ ８ 号 及 び 同 第 ５ ， ２ ４ ０ ， ７ ９ ３ 号 明 細 書 に お け る 開 示 に よ り 例 示 さ れ て い る よ う に 当
業 者 に は 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 電 池 （ １ ０ ） の ア ノ ー ド （ １ ８ ） は 、 ア ノ ー ド 混 合 物 の 一 成 分 と し て 元
素 硫 黄 を 含 む 。 元 素 硫 黄 の 量 は 、 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 の 約 ０ ． ０ １ ５ 乃 至 約 ０ ． ３ ０
％ で あ る 。 好 ま し く は 、 硫 黄 の 量 は 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 の 約 ０ ． ０ ３ 乃 至 約 ０ ． １ ５
％ 、 更 に 好 ま し く は 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 の 約 ０ ． ０ ６ 乃 至 約 ０ ． ０ ９ ％ で あ り 、 最 も
好 ま し く は 電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 の 約 ０ ． ０ ７ ５ ％ を 含 む 。
ア ノ ー ド 中 の 電 気 化 学 的 活 物 質 及 び 硫 黄 の 総 量 は 、 ア ノ ー ド の 配 合 に よ り 決 定 さ れ る ア ノ
ー ド の 総 質 量 に 対 し て ６ ０ 乃 至 ７ ５ 質 量 ％ で あ る 。 従 っ て 、 ア ノ ー ド 中 の 電 気 化 学 的 活 物
質 及 び 硫 黄 の 総 量 は 、 ア ノ ー ド の 総 質 量 に 対 し て ６ ３ ％ 、 ６ ５ ％ 、 ６ ７ ％ 又 は ７ ０ ％ を 含
み う る 。 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 ア ノ ー ド 中 の 電 気 化 学 的 活 物 質 及 び 硫 黄 の 総 量 が
、 ア ノ ー ド の 総 質 量 に 対 し て ６ ７ ％ で あ る ア ノ ー ド 混 合 物 が 調 製 さ れ る 。 ア ノ ー ド の 残 り
の ３ ３ 質 量 ％ は 、 電 解 質 、 バ イ ン ダ ー 及 び そ の 他 の 添 加 剤 の 組 合 せ で あ る 。 電 解 質 は 、 好
ま し く は Ｋ Ｏ Ｈ の ３ ７ 質 量 ％ 水 溶 液 で あ る 。
電 気 化 学 的 活 物 質 の 質 量 に 対 し て ０ ． ０ ７ ５ 質 量 ％ の 元 素 硫 黄 を 含 む 亜 鉛 ア ノ ー ド の 性 能
の 特 徴 を 、 「 対 照 」 亜 鉛 ア ノ ー ド の そ れ と 比 較 し た 。 対 照 及 び 元 素 硫 黄 を 含 む 実 験 ア ノ ー
ド の 両 方 の ア ノ ー ド 混 合 物 は 以 下 の と お り で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ７ 】
亜 鉛 合 金 、 硫 黄 、 水 酸 化 イ ン ジ ウ ム 、 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム （ ０ ． １ Ｎ ） を 一 緒 に 混 合 し 、
次 い で そ の 他 の 成 分 を 一 緒 に ブ レ ン ド す る こ と に よ り 形 成 さ れ た ゲ ル に 添 加 し た 。 表 １ に
示 さ れ る よ う に 、 対 照 が 元 素 硫 黄 を 含 ま な い こ と 、 従 っ て 、 実 験 試 料 が ６ ６ ． ９ ５ 質 量 ％
の 亜 鉛 及 び ０ ． ０ ５ 質 量 ％ の 元 素 硫 黄 を 含 む の に 対 し 、 ６ ７ 質 量 ％ の 亜 鉛 を 含 む こ と 以 外
は 、 対 照 ア ノ ー ド は 元 素 硫 黄 を 有 す る ア ノ ー ド と あ ら ゆ る 点 で 同 一 で あ る 。
実 験 及 び 対 照 ア ノ ー ド を 、 フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 中 の ア ノ ー ド を 放 電 さ せ る こ と に よ り 評 価
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し た 。 「 フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 （ ｆ ｌ ｏ ｏ ｄ ｅ ｄ  ｔ ｅ ｓ ｔ  ｃ ｅ ｌ ｌ ） 」 は 、 亜 鉛 の よ う な
電 気 化 学 的 に 放 電 し う る 物 質 の 放 電 効 率 を 決 定 す る の に 使 用 す る 試 験 ビ ヒ ク ル で あ る 。 フ
ラ デ ッ ド 試 験 電 池 を 用 い る 目 的 は 、 電 池 の そ の 他 の 成 分 の 影 響 を 受 け ず に 一 方 の 電 極 の 放
電 効 率 を 測 定 し う る 物 理 的 環 境 を 創 成 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 明 細 書 に お い て 使 用 さ れ て い る フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 は 、 高 さ ８ ． ３ ｃ ｍ 及 び 直 径 ７ ． ６
ｃ ｍ の プ ラ ス チ ッ ク 製 棒 状 容 器 を 含 む 。 こ の 容 器 は 、 中 心 に 位 置 す る 深 さ ５ ． ７ ｃ ｍ 及 び
直 径 ２ ． ５ ｃ ｍ の 円 筒 状 の 空 洞 の 境 界 を 定 め る 。 フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 の 構 築 及 び 放 電 は 以
下 の 工 程 を 含 む 。 第 一 に 、 ５ ． ７ ｃ ｍ 幅 の 帯 片 で あ る ニ ッ ケ ル ス ク リ ー ン を ぐ る ぐ る 巻 き
、 空 洞 の 内 部 表 面 に 挿 入 す る 。 以 下 で 陽 極 リ ー ド 線 と し て 知 ら れ る ニ ッ ケ ル 帯 片 は 、 ニ ッ
ケ ル ス ク リ ー ン に 固 定 す る 。 第 二 に 、 棒 状 の 真 鍮 集 電 体 の 一 方 の 端 部 を 空 洞 の 中 心 に 位 置
す る よ う に 容 器 の 底 部 を 貫 通 し て 固 定 す る 。 以 下 で 負 極 リ ー ド 線 と し て 知 ら れ る ニ ッ ケ ル
帯 片 は 、 容 器 の 底 部 を 貫 通 す る 真 鍮 の 集 電 体 に 固 定 す る 。 第 三 に 、 直 径 約 ０ ． ６ ４ ｃ ｍ 及
び 高 さ ２ ． ８ ６ ｃ ｍ の 円 筒 を 形 成 す る よ う に ぐ る ぐ る 巻 か れ て い る ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ の 帯
片 を 、 集 電 体 が ぐ る ぐ る 巻 か れ た メ ッ シ ュ の 中 心 に 延 在 す る よ う に ニ ッ ケ ル ス ク リ ー ン に
よ り 境 界 が 定 め ら れ た 空 洞 に 挿 入 す る 。 容 器 に よ り 境 界 が 定 め ら れ た 空 洞 の 高 さ 全 体 に 沿
っ て 、 約 ０ ． ８ ９ ｃ ｍ の 隙 間 が ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ と ニ ッ ケ ル ス ク リ ー ン を 隔 て る 。 第 四 に
、 典 型 的 に は ２ ｇ の ア ノ ー ド 混 合 物 が ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ に よ り 境 界 を 定 め ら れ た 空 洞 内 に
配 置 さ れ る 。 ア ノ ー ド 混 合 物 内 の 亜 鉛 及 び 集 電 体 間 の 電 気 的 接 触 は 容 易 に 確 立 さ れ る 。 第
五 に 、 ニ ッ ケ ル ス ク リ ー ン 及 び ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ 間 の 空 隙 に 苛 性 ア ル カ リ 電 解 質 を 注 ぐ 。
ア ノ ー ド 混 合 物 及 び ニ ッ ケ ル ス ク リ ー ン 間 の 空 隙 を 満 た す 電 解 質 は 、 ア ノ ー ド 混 合 物 、 ニ
ッ ケ ル ス ク リ ー ン 及 び ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ 内 の 実 質 的 に 全 て の 空 隙 を 満 た す 。 水 性 電 解 質 は
、 ３ ７ 質 量 ％ の Ｋ Ｏ Ｈ 及 び 、 ３ ７ ％ Ｋ Ｏ Ｈ 溶 液 に 溶 解 し 、 ３ ７ ％ Ｋ Ｏ Ｈ 溶 液 の 質 量 に 対 し
て ３ 質 量 ％ に 匹 敵 す る 量 の Ｚ ｎ Ｏ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 の 組 立 後 、 正 及 び 負 の リ ー ド 線 を 適 す る 放 電 装 置 に 接 続 し 、 試 験 電 池
の 電 位 を 亜 鉛 が 放 電 す る に 従 っ て 記 録 す る 。 そ の 結 果 亜 鉛 の 放 電 効 率 を 計 算 し う る 。
図 ２ は 、 フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 で の 亜 鉛 １ ｇ 当 た り ２ ５ ０ ｍ Ａ の 放 電 速 度 （ ｍ Ａ ／ ｇ ） に お
け る ２ 種 類 の 亜 鉛 ア ノ ー ド 試 料 、 元 素 硫 黄 と 混 合 し た も の 及 び し て い な い も の の 放 電 曲 線
の 比 較 を 示 す 。 放 電 （ 単 位 ｍ Ａ ｈ ／ ｇ ） を ア ノ ー ド （ 単 位 Ｖ ） に 対 し て プ ロ ッ ト す る 。 ラ
イ ン （ ４ ０ ） は 、 元 素 硫 黄 が 添 加 さ れ て い な い 亜 鉛 「 対 照 」 ア ノ ー ド を 用 い た 試 験 電 池 の
放 電 特 性 を 示 す 。 ラ イ ン （ ４ ２ ） は 、 元 素 硫 黄 が 添 加 さ れ た 実 験 ア ノ ー ド 亜 鉛 の 放 電 特 性
を 示 す 。 い ず れ の 放 電 の 深 さ に お い て も 、 実 験 ア ノ ー ド の 電 位 の 方 は 対 照 ア ノ ー ド の 電 位
よ り 高 い 。 こ の 結 果 は 、 実 験 ア ノ ー ド の 放 電 容 量 が 対 照 亜 鉛 ア ノ ー ド の 放 電 容 量 よ り 約 ３
０ ％ 大 き い こ と を 示 す デ ー タ に よ り 、 元 素 硫 黄 を 有 す る ア ノ ー ド の 放 電 性 能 が 対 照 ア ノ ー
ド の そ れ よ り 有 意 に 改 良 さ れ て い る こ と を 示 す 。 放 電 後 、 実 験 ア ノ ー ド 内 の 亜 鉛 の 表 面 上
に 見 い だ さ れ る 放 電 生 成 物 は 実 質 的 に 酸 化 亜 鉛 で あ っ た 。 元 素 硫 黄 を 含 む ア ノ ー ド 内 の 亜
鉛 の 表 面 上 に は 水 酸 化 亜 鉛 は 検 出 さ れ な か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 元 素 硫 黄 を 含 む ア ノ ー ド を 用 い る ア ル カ リ 電 池 の 内 部 が 見 え る よ う
に 描 い た 透 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ラ デ ッ ド 試 験 電 池 で 評 価 さ れ た 、 硫 黄 を 含 ま な い ア ノ ー ド の 放 電 曲 線 を 元 素 硫
黄 含 む 亜 鉛 ア ノ ー ド に 対 し て 比 較 す る グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ２ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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